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序文
　
　
　
　

『ファインマン物理学 問題集』は，つぎの 3冊の本を基に作成されま
した．レイトンとヴォクトの共著『初等物理学の演習問題』（Exercises in

Introductory Physics（Addison-Wesley, 1969）），そして『ファインマ
ン物理学』の第 II巻と第 III巻に付随する演習問題（Exercises for The

Feynman Lectures on Physics（Addison-Wesley, 1964 65））です．後者
の 2冊はカリフォルニア工科大学で使われたものです．オリジナルの演習
問題の文章はすべて LATEXで書き換え，図もきれいに描き直しました．ま
た単位は現代的なものに改め，問題の誤りや曖昧な箇所も訂正しました．ま
た第 II巻と第 III巻の演習問題には新しい問題も追加し，オリジナルの巻
で完全に欠落していた解答や解法なども付け加えました．本書は，『ファイ
ンマン物理学』の全巻に含まれるすべての演習問題を 1冊に初めてまとめ
たものです．各問題に対する（ほとんど）完全な解答まで含めて出版するのも
初の試みです．
これらの演習問題はすべて，かつてカルテクで必修科目だった 2年間の

物理学入門コースにおいて，学生たちに宿題や試験問題として使われていま
した．その期間は，ファインマン自身が講義をおこなった頃（1961 64），そ
して『ファインマン物理学』が教科書として使われたおよそ 20年です．こ
の問題集は多くの方々の努力によって生まれました．その方々に対しては，
本書中の各巻の扉で謝辞が与えられています．なおここで，私たちは下記の
方々にも謝辞を述べたいと思います．

カリフォルニア工科大学の物理，数学，天文学部門に対しては，この
本を作ること，そして，『ファインマン物理学 新ミレニアム版』にそれ
を含めることを許可していただいたことに感謝します．

R.ヴォクト氏に対しては，カルテクでの長年にわたる物理学の入門
講義をされる際に作成された講義ノートを活用させていただいたことに
感謝します．

E.コーワン氏に対しては，第 II巻と第 III巻の演習問題の解答のコ
ピーを使わせていただいたことに感謝します．

A.ツィンマーマン氏に対しては，カルテクの本に新たに加えられた
教材を吟味してくださったことに感謝します．

A.コックラン氏に対しては，出版にあたって Basic Books社と手際
よく交渉してくださったことに感謝します．

2013 年 12 月

マイケル・A.ゴットリーブ，ルドルフ・プファイファー
『ファインマン物理学 新ミレニアム版』編者一同
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（凡例）
・原書は 1冊だが，日本語版は 2分冊とした．『問題集 1』は日本語版『ファイ
ンマン物理学』の I，II巻に対応し，『問題集 2』は III～V巻に対応する．

・本文の章番号および章タイトルは原書に従った．ただし，各章の冒頭に，日
本語版『ファインマン物理学』との対応を明記した．

・質量の単位 lb（ポンド）や長さの単位 in（インチ），ft（フィート），mi（マイル）
などの読み・換算は「付録 A」を参照．
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第5章 ニュートンの力学法則
　
　
　

　『ファインマン物理学』第 I巻（力学）の第 9章を参照してください．
問題 5.1 5.13は解析的な方法で解きなさい．問題 5.14 5.17は数値的な

方法で解きなさい．

問題5.1 図 5.1のように，水平な台上にひもで繫がれた 2個のブロック

図 5.1 （問題 5.1 の図）

（質量m1=1 kg，m2=2 kg）があり，さらにm2 は滑車を介して別のブロッ
ク（質量m3=2 kg）に取り付けられたひもで引っ張られている．ただし，滑
車とひもの質量，摩擦などは無視する．
（a）3個のブロックにはたらく力をそれぞれ示した自由物体図を描きなさ
い．

（b）ブロックの加速度 aを求めなさい．
（c）ひもの張力 T1 と T2 を求めなさい．

問題5.2 加速度 0.1gで下降しているエレベーターから吊したひもに，質
量m（kg）の物体が結ばれている．ひもの張力 T をニュートン単位で求めな
さい．

問題5.3 図 5.2に示すように，2つの物体（質量は同じm=1 kg）が丈夫な
図 5.2 （問題 5.3 の図）

図 5.3 （問題 5.4 の図）

図 5.4 （問題 5.5 の図）

図 5.5 （問題 5.6 の図）

ひも（長さ L=2 m）に結ばれて，共通の中心 C の周りを一定の速さ V =5

m s−1 で円運動している．円運動している空間の重力加速度 gはゼロであ
るとして，ひもに掛かっている張力 T をニュートン単位で求めなさい．

問題5.4 図 5.3のように，M1 とM2 が台車M に対して相対的に動かな
いように，水平に一定の力 F を加えたい．この F を求めなさい．ただし，
摩擦は無視する．

問題5.5 図 5.4のように，水平に一定の力 F をM に加えて，m1 がm2

に対して相対的に動かないようにしたい．m1=5 km，m2=4 km，M=21

kmとして F を求めなさい．ただし，摩擦は無視する．

問題5.6 図 5.5のような斜面（θ=30◦）をM1（質量 400 g）が摩擦を受けず
に滑っている．このとき，M2（質量 200 g）の加速度 aと，M2 のひもには
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